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であるO そこでE-3･4eVととったところ Tc よりはなれたところでは△-1･33とな
り,㌔ に近いところでは△- 1･0 と crossover することを兄いだした0 ♂ ,～-1･33,
△′- 1.0と対応させれば,♂･′･一匹 △′･を満たすことを指摘 した｡
しかしRaczの解析の仕方には少し勝手すぎるところがあるように思われる｡ われわ
れはNi3Mnの相転移における臨界緩和を電気抵抗の緩和時間の測定を行なうことによ







たoさらに,スケーリング則をみたすように ㌔ の上下で同じ臨界指数△ をとるとする
と,E-3･OeV,△-110であることが明らかにされた.これは Tc以下でのColins一
･Tehの解析結果 とよく合 っている｡一方, Tc以下でE-3･4CV(-3･0+0･4CV)とす













るといっているo しかし, Tc より約 50℃ 下には磁気相転移があるので,それにより
散乱強度がおれまがることは当然期待でき, Beers-Guttmanの結論は検討されるべきで
あろう｡ Ni3Mnの秩序無秩序相転移は緩和時間の温度変化だけからみると二次相転移
のようであるが,さらにいろいろの角度から実験的に調べられなければならないだろう0
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